
y
ツ
ー
ー
ツ
ハ

ツ
ツ
ヰ
ナ
イ
キ
筒
井
内
記

稔

は

誠
彬
。
謹
組

は
伊
勢
に
あ
っ
て
、
却期制州問
中
太
郎
と
都
し
た
が
、
後

以
来
初
七
術
肢
に
来
住
L
、
前
彬
に
掠
っ
て
再
び
郎

升
氏
に
復
し
た
。
天
正
四
年
越
後
の
長
興
市
m
M
辿
が
、

珠
洲
純
正
院
に
京
っ
て
刷出
怨
を
椛
へ

、
加
境
を
佼
L

た
問
、
減
彬
七
賂
の
締
仲
間
の山
mbH山容
れ
、
郷
良
中
〕
糾

合
し
て
之
そ
把
み
入
ら
し
め
な
か
っ
た
。
次
い
で
九

年
前
回
利
家
の
能
管
に
入
る
や
、
H
(
の
帥
箆
に
伺
候

し
、
摺
川
容
の
任
に
お
り
、
十
年
石
助
山
の
役
に
も
功

や一立
て
、
問
年
十
且
十
日
関
京
都
大
問
村
の
内
十
五

偵
の
地
を
下
賜
せ
ら
れ
た
。
誠
彬
ま
た
・天
候
二
年
六

月
に
は
能
資
断
指
よ
り
組
米
を
肥
前
名
問
問
屋

に
給

L
、
防
長
九
年
御
技
持
人
十
村
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
十

入
年
十
二
H
六
日
夜
。

=
代
内
記
時

E
(陵
安
三
年

間間
Y
三
代
内
記
時
永一
門出
品
文
二
年
十
且
波
)
・
四
代
内

閉山
時
続
ハ
廷
闘
M
三
年
十
一

uM
m
y
rl代
椛
兵
衛
時
間
開

会
T

保
七
年
四
且
裂
Y
Jハ
代
内
杷
時
方
円
安
永
二
年
四

月

mY七
代
内
記
前
出
ハ
天
明
七
年
三
月
裂
〉
・八
代

内
記
蹴
雑
(
苧
和
三
年
十
一
月
桜
〉
・
九
代
直
作
時
綿

(文
化
五
年
七
月
別
世
〉
・十
代
内
把
成
功
(
a

夫
保
十
年
十

月
夜
U

十
一
代
次
郎
入
成
則
(
明
治
十
六
年
三
且
波
〉

皆
十
村
役
で
あ
っ
た
。

ツ
ナ
ギ
コ
繋
海
鼠

J
ナ
マ
コ
生
海
鼠
。

ツ
ナ
ヒ
キ
マ
ツ
リ
綱
引
祭

臥
京
都
給
島
町
住

吉
品
川
駐
の
祭
政
に
、
も
と
制
引
が
行
は
れ
た
。
能
脅

誌
に
、
『
鳳
来
町
住
吉
は
一
郷
の
大
枇
に
て
、

年
中
祭

抽
刷
多
き
中
に
も
、
七
月
六
日
の
夜
は
制
引
祭
と
て
、

邸
す
る
部
古
川
。

ツ
ヅ
ラ
ヲ
リ
九
折

一
一
一
一
河
出
制
河
村
郷
に

邸
す
る
部
世
間
。
奥
山
峠
の
泊
に
お
る
。

ツ
ヅ
レ
プ
タ
ロ

津
津
蓮
蕊
宮
升
安
壌
が
易
問
1
.

言
剖

mm平等
に
闘
L
て
述
べ
た
緋
若
。
今
そ
の
約
箭
が

存
す
る
。

ツ
ネ
カ
ハ
ナ
ガ
h
F
ケ

恒
川
長

武

初

名
山
森
久

次
郎
、
後
醐
川
左
術
門

・
敗
物
。
国
川
町
川
町
子
に
於
い
て

前
川
刺
家
に
仕

へ
、
制
〈
徹
也
7
-
柄

L
て
七
百
石
に
前

り
、
御
使
番
に
任
じ
、
老
後
四
仁
と
初

L
、
寛
永
抗

年
十
一
月

H
一
自
製
し
た
。

二
代
段
物
野
川
の
孫
伊

兵
衛
長
次
に
去
り
嫡
械
は
断
絶
し
た
が
、
支
肢
は
刊

刑
務
に
仕

へ
た
。

ツ
ネ
カ
ハ
ナ
ガ
ツ
h
y

恒
川
長
次

泊
都
伊
兵
衛
。

長
武
の
曾
孫
。
御
馬
廻
組
に
毘
L
、
知
行
有
一
百
石
を

受
け
た
が
、
元
政
三
年
七
月
四
日
鼠
心
し
て
浅
野
宮

附
近
に
自
殺
を
跡
。
、
十
二
日
に
軒
り
奴
し
た
。

ツ
ネ
ダ

常
回

以
京
都
小
伊
勢
の
内
の
小
字
。

ツ
ネ
ダ
ヤ
ヲ
シ
常
田
薬
師

以
前
郷
小
伊
勢
の

ツ
ネ
カ
ハ
主
力
ヒ
サ

恒
川
登
務

一
辿
都
判
友
術

門
。
文
化
五
年
帝
人
七
兵
品
川
昨
年
の
後
売
承
け
、
紘一
合

百
石
や
・
製
ぎ
、
級
外
よ
り
大
小
将
に
判
じ
、表
小
将
・

拠
小
将
と
な
り
、
附
印
刷
刊
携
の
時
ま
た
御
側
小
将
・

去
小
持

・
御
使
番
等
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
文
久
二
年
六

十
八
ん
肢
を
以
て
波
O

B
W
裕
、
穏
繁
衡
と
蹴

L
、
最
も

和
歌
を
好
み
、
叉
そ
の
箱
に
お
紫
野
脳
抗
災
十

一
程

が
あ
る
。

ね
咋
政
大
町
一辿
h
Jに
数
百
刊
の
大
綱
青
引
渡

L
、
問
巾

は
上
の
手

・
下
の
手
と
別
れ
、
県
外
近
郷
見
物
の
者

ど
も
鼠
白
方
そ
字
似
い
た
L
、
在
右
防

μ
に
て
共
時

の
古
田
凶
を
知
る
祭
な
り
。
』
と
記
す
る
。

ツ
ネ
カ
hm

恒
方

珠
洲
郡
の
百
姓
で
、
恒
方
を

迎
抑
制
と
し
、
初
め
松
披
に
開
た
が
、
後
鹿
野
に
移
っ

た
。
前
川
利
家
入
凶
の
際
川
旋
す
る
所
あ
っ
た
が
錦
、

天
正
十
年
向
十
王
依
を
扶
持
せ
ら
れ
、
次
い
で
十
村

に
任
じ
、
子
孫
多
〈
之
札吋
裂
い
だ
。
後
年
文
臥
一ヤ
巾

字
出
怖
に
も
磁
波
に
も
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
恒
方

が
狩
野
氏
や
一
日
す
も
の
は
、
臨
野
村
に

U
L
て
間
た

銘
で
あ
ら
う
。

ツ
ノ
ヲ
サ
ン
エ
モ
ン

角
尾
三
右

衛

門

初
め
て

前
川
利
家
に
仕

へ
て
抗
古
山間や
-領
し
た
。

子
孫
相
繍

い
で
滞
に
仕

へ
る
。

ツ
バ
キ
ザ
キ
椿
崎

凶
烹
郁
岩

mの
部
訴
か
ら

南
方
に
在
る
脚
。

ツ
バ
キ
シ

z
.7
椿
清
水

江
川
山
部
む
谷
に
在
る
。

江
泊
芯
机
に
、
こ
の
誠
に
仙
川
山
川
水
が
あ
っ
て
、
知山
如

上
人
の
税
制
で
あ
ろ
と
杷
L
て
ゐ
る
。

ツ
バ
キ
デ
ラ

椿
寺

臨
島
抑
制
制
加
の
部
訴
か
ら

ニ
粁
h
fr

隔
て
た
山
巾
に
在
る
。
常
附
慨
脅
巡
砲
四
番

の
札
所
で
、
総
駄
に

『
仰
の
巾
の
臨
渡
島
捕
そ
た
ち

は
な
れ
心
も
捌
き
桁
森
寺
』
と
い
ひ
、
日
廻
り
回
米

況
の
怖
が
あ
る
。

能
域
名
跡
志
に
臨
渡
島
の
観
脅
常
一

色
町
仙
川
森
と
も
締
寺
と
も
い
ふ
と
記
し
て
ゐ
る
の
は
棋

で
あ
る
。
紛
寺
に
寺
院
は
な
く
、
只
小
設
が
あ
る
ば

か
り
で
あ
る
。

ツ
バ
キ
ハ
ラ
ジ
ヨ
ウ
権
原

域

石

川
郡
な
ろ
金

持
郊
加
に
あ
っ
た
。
越
殺
到
三
州
芯
依
岡
崎
考
位
、
長

芋
の
附
別
総
阪
に
左
近
将
肢
が
陪
た
。
左
近
時
肢
は
姓

字
に
の
川
川
が
あ
る
。
能
同w
u
n
跡
志
に
、『
京
の
山
手
に

判的
凶
と
い
」
町
に
毅
間
口
出あ
り
。
則
mv
品
川
寺
と

い
ふ。

寺
巾
境
内
風
U

話
相
制
な
き
地
に
て
、
県
上
様
駿
あ
ら
た

に
て
、
何
M
M
八
日
・
イ
二
日
に
は
人
A

歩
を
述
ぴ
て

阪
し
き
也
。
』叉
能
積
誌
に
、『
此
寺
普
は
大
伽
諜
成
し

と
て
、
今
も
荻
級
と
云
腕
に
艇
の
跡
あ
り
。
』
と
見
え

る
。
こ
の
抽
出
附
如
来
は
木
造
座
像
休
日
両
七
六
纏
の
も

の
で
、
平
安
末
期
の
作
と
認
め
ら
れ
、
能
菅
作
仰
薬

師
の
一
と
し
て
敏
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ツ
ネ
ブ
常
歩

拙川
政
時
代
に
、
山u
迦
の
法
力
を

以
て
す
る
飛
脚
。

早
飛
脚
に
糾
問
し
て
"M飛
闘
と
も
い

う
た
o
l
ハ
ャ
‘
し
チ

ヒ
キ
ヤ
タ
早
泣
飛
問
。

ツ
木
マ
ル
常
丸

↓

ツ
ル
ヤ
ツ
ネ
マ
ル

納
屋

両
丸
。

五
五
五

ツ
バ
ヲ
ラ
ハ
チ
7
ン
グ
ウ

津
波
会
八
幡
宮

能

業
部
悌
彼
公
に
在
る
。
式
内
等
笛
世
紀
に
、『
律
披
A
H

入
幅
削
枇
。
採
様
郷
油
開
設
白
川
村
銀
座
。
郷
内
之
浦
田
枇

也
。
神
間
以
子
炉
今
傍
来
。
』
と
あ
っ

て
、
今
も
祉
政
に

朱
裕
一木
造
獅
子
関
長
さ
三
八
極
九
・幅
四
六
纏
九
・
奥

行
五
回
都
況
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
上
額
裟
而
に

『
八
僻
宮
。
制
晴
樹
上
保
右
街
、
尉
品
川
久
郎
入
。
元
亨
こ
年

八
月
口
口
。
燕
目
堂
口
口
之
O
』
と
黒
捺
地
に
朱
都
世

を
山
酬
き
、仙
川
限
は
出
訓
}
犬
訓
枇
地
で
あ
る
と
担
す
る。

問
弁
天
榊
祉
は
今
の
仙川
原
跡
駐
の
こ
と
で
あ
る
。

ツ
バ
キ
ハ
ラ
ジ
ン
ジ
ヤ

椿
原
神
社

J
タ
ヰ
テ

Y
ジ

ン

Y
ヤ

附

升

天
榊
一
位
。

ツ
バ
キ
ハ
ラ
ヤ
マ
椿
原
山

金
海
綿
航
跡
耐
の

駐
地
約
き
の
間
山
で
あ
る
。
椛
阪
の
名
都
は
、
一白川同

に
往
昔
は
今
の
枇
地
か
ら
応
援
の
溢
へ
か
け
、
総
の

生
茂
っ
た
荒
地
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
名
を
得
た
と
い

-
A

。ツ
パ
空
ラ

津
波
念

江
抑
制
岬
那
谷
谷
に
臨
す
る

部
孫
。
加
賀
芯
徴
に
、
兵
日
開
印
ち
つ
は
も
の
食
の
あ

っ
た
防
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

ツ
パ
テ
ラ

津
波
倉

能
史
綿
製
油
郷
に
邸
す
る

部
w
m
o
郷
村
名
義
抄
に
、
こ
の
村
の
剰
に
銅
製
の
燕

が
こ
制
あ
る
に
よ
っ
て
名
と
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
逆
説
で
あ
ら
う
。
加
到
芯
徴
に
は
兵
郎
即
ち
つ
は

も
の
品
川
の
あ
っ
た
所
と
し
て
ゐ
る
。

山
口
記
に
、
耐国

長
沢
年
八
月
朔
日
利
自民会
利
政
君
渡
乙
ニ
遊
山
-
能
美

加古田
竹
木
製
・端
烏
よ
り
准
ν
附
』
と
あ
る
も
の
是
で

あ
る
。
叉
賀
永
誌
に
は
こ
の
村
領
に
法
灯
寺
の
跡
が

あ
る
と
し
、
能
美
名
跡
志
に
は
そ
れ
を
ほ
っ
と
う
寺

と
都
い
て
ゐ
る
。

ツ
バ
ク
ラ
ガ
ハ

津
波
念
川

江
泊
油
脂
抑
制
飢
び

に
能
渋
川
日
閉
鎖
山
か
内
統
制
し
、
J

ハ
粁
明
川
で
木
場

潟
に
注
ぐ
。


